
2019年9月19日（木）に行われたティーチャー・アワード授賞式の写真。

卒業生の子への学費支援について

　駿河台大学では、同窓生のお子さんが母校（本学）に入学する場合、大
学と同窓会で大きな学費支援を用意しています。受験期のお子さまをお
持ちの同窓生の皆さん、母校への進路を是非ご検討ください。
①入学金	 全額免除：大学給付制度
②授業料	 半額相当額給付：同窓会給付制度
	 ※入学初年度に限り給付するもので、継続はありません。
	 　詳しくは、同窓会ホームページをご覧ください。

駿河台大学貸与奨学生・日本学生支援機構奨学生の方へ

駿河台大学貸与奨学生の方
　毎年11月頃に、本学よりご登録住所へ「償還通知」及び「振込用紙」
をお送りしています。12月末日までに返還金の納入をお願いいたし	
ます。
日本学生支援機構奨学生の方
　奨学金の返還が経済的に困難になった場合は、日本学生支援機構に相
談してください。各手続の詳細については日本学生支援機構のホーム
ページ【https://www.jasso.go.jp】をご覧いただくか、奨学金返還
相談センター【ナビダイヤル0570-666-301】にご相談ください。

　同窓会では、駿輝祭初日に同窓会・父母会共催の講演会と、同窓会が主催するホーム
カミングデー懇親会を行います。
　今年度の駿輝祭のテーマは「百花斉放(ひゃっかせいほう)」です。「百花斉放」とは、
いろいろな花が一斉に咲き開くという意味です。元号が変わった2019年。次の時代
を担う若者たちが、駿輝祭という多くの方々が集まるイベントで、文学や芸術におい
て、一人一人たくさんのチャレンジという花を咲かせてほしい、という願いが込めら
れています。
　駿輝祭には、例年、多くの卒業生や地元のお客様にもご来場いただいております。野
外模擬店や屋内展示、ステージ発表などに取り組む在学生の姿を、是非ご覧いただけた
らと思います。また、ゼミナール展示では、「同窓会賞」を選出し、表彰しております。
　なお、駿輝祭初日に開催しております同窓会・父母会共催の講演会には、秋草学園短
期大学学長で工学博士、そしてタレントのビートたけしさんの実兄である北野	大氏を
お招きして「北野家の訓（おし）え」をテーマにお話しいただくことになっております。
　また、今年も講演会の後に懇親パーティーを行いますので、和やかな雰囲気の中で
懐かしい同窓生や教職員との懇談を楽しんでいただければと思います。例年、お子様
連れの方も参加していただいております。この機会に是非、ご家族やお友達をお誘い
あわせの上、母校に遊びにいらしてください！

駿河台大学同窓会ホームページ　https://www.surugadai.ac.jp/dousou/index.html

発行：駿河台大学同窓会事務局
〒357-8555 埼玉県飯能市阿須698
☎042-972-1101
dousou@surugadai.ac.jp

駿河台大学同窓会報

第33回駿輝祭・ホームカミングデーのご案内
１０月26日（土）・27日（日）に開催いたします！

2019年度ティーチャー・アワード受賞者のご紹介
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　駿河台大学では、2019年度より、教育・研究・社会
貢献活動等において顕著な業績を挙げた本学の学部及
びセンター所属教員に対し、従前の「プロフェッサー・
オブ・ザ・イヤー賞」に代わり「ティーチャー・アワー
ド」を授与することとなりました。
　今年度は、右の6名の専任教員が、本学への多大な貢
献が評価され、受賞となりました。

卒業生フォローアップ・キャリアセミナー
～20歳代のキャリアの課題や作り方～軽食をご用意してお待ちしています。

日時：�10月26日（土）15：00～16：30
場所：�第二講義棟15階�

スカイラウンジ
会費:�無料

●10月26日（土）
俳優トークショー！桜田　通氏
●10月27日（日）
迫力満点！太鼓演舞	太鼓集団『響』が登場！
／ヒーローショー！「忍者烈風」が登場！
／爆笑！お笑いライブ（はんにゃ・田畑藤本）
♦その他、ゼミ発表、模擬店、フリマなど盛りだくさん♦

【重要】同窓会本部では、卒業生の「人材バンク」機能の構築を進めています。現役学生に対する講座の講師役や就職座談会などへの支援を
お願いする際に活用していきたいと考えています。追って、同窓会本部や大学関係者より事前に「人材バンク」への登録可否を伺うご連絡を
させていただく場合がございますので、予めご承知いただくとともに登録にご理解ご協力のほどお願いいたします。

同窓会事務局より

北海道支部会	 上見国敏さん（1995年	経済学部卒）	☎0154-24-3811
新潟支部会 	 大平一貴さん（1995年	経済学部卒）	☎090-7813-2575
	 barohhira26@gmail.com	
長野支部会 	 今井翔大さん（2015年	法学部卒）
	 nagano.sundai@gmail.com
山梨支部会 	 塩澤清志さん（1991年	法学部卒）
	 dousou@surugadai.ac.jp（同窓会事務局宛て）
群馬支部会 	 桐生　岳さん（1993年	法学部卒）
	 ☎090-8840-6123
	 sundai-gunma@answerwind.com
沖縄支部会	 埼原正平さん（2009年	法学部卒）
	 ☎080-6491-9979

新役員紹介

木
き む ら

村 亮
りょうへい

平 委員（2012年文化情報学部卒）

　同窓会員の皆様はじめまして。木村亮平と申
します。
　私は現在、公認会計士として仕事をしており
ますが、昨年の11月に駿河台大学で開催された
公認会計士の制度説明会で、OBとして合格体験
談をお話させていただく機会をいただき、その際にご縁があって同窓会
役員へとお声がけをいただきました。
　学生時代は会計の勉強に励みつつも、所属していた音楽サークルにて
仲間とともに演奏に打ち込むなど、駿河台大学で過ごす忙しくも充実し
た毎日は、今でも人生の宝物だと考えています。
　在学生の皆様が駿河台大学で過ごし羽ばたいていく輝かしい未来のた
め、そして卒業生の皆様が誇りと思える母校であり続けるため、微力で
はありますが同窓会役員としてお手伝いをしていけたらと考えておりま
す。皆様よろしくお願いいたします。

菅
か ん け

家 皓
ひかる

 委員（2017年メディア情報学部卒）

　今年度から同窓会役員になりました、菅家皓
と申します。
　学生時代は学園祭実行委員とオープンキャン
パススタッフとして4年間を過ごしていました。
今回、同窓会役員にお声掛けくださり、有難い
と共に責任ある行動を心がけていこうと思います。これからも駿河台大
学の為、そして学生たちの為にチカラになれるよう頑張っていこうと思
います。まだまだ分からない事ばかりではありますがよろしくお願いい
たします。

ゴルフ部OBコンペを開催

　2019年3月10日（日）に、茨城県の桜ゴルフ倶楽部にて、第42回ゴル
フ部OBコンペを開催致しました。春暖の心地よい気候の中、卒業生7
名、そこに現役生4名とゴルフ部顧問の松平先生にも参加をしていただ
き、合計12名にて相互の懇親を深めることができました。
　現在、ゴルフ部OB会には約90名の卒業生がおります。卒業生相互の
懇親を目的に年2回（春・秋）のゴルフコンペを開催し、さらに現役ゴル
フ部員の有志にも参加をしてもらう事で交流を深めております。
　仕事の都合や現住所の関係で参加ができない卒業生も多くおります
が、今後もゴルフ部のOB・OGに声をかけ、継続的に開催を行いたい
と思いますので、関係者の皆様には引続きご理解とご協力をいただけれ
ば幸甚です。	 	吉田将卓（1998年法学部卒）

卒業記念品を贈呈しました

　2018年度卒業生から大学への卒業記
念品として製氷機2台をご寄贈いただき、
体育館1階及び3階に設置させていただ
きましたので、ご報告いたします。
　ご寄贈いただいた製氷機は、酷使した
筋肉のアイシングなどの体調管理や熱中
症対策に効果を発揮し、特に運動部の学
生から大変喜ばれております。

支部会連絡先

日時：�10月26日（土）�
10：30～12：00

場所：キャリアセンター集合
講師：梅村慶嗣先生
対象：�概ね卒業後５年以内くらいま

での卒業生（もちろん30歳代、40
歳代の卒業生も大歓迎です）

＊申込不要、服装自由です。

【問合わせ先】駿河台大学　学務企画課
TEL：042-972-1141　E-mail：gakumu@surugadai.ac.jp

ホームページより申込　http://kishapon.com/surugadai/
（運営協賛会社の嵯峨野株式会社のホームページとなります）
お電話での申込　 　　０１２０-２９-７０００
　　　　　　　　（受付時間 平日9：00～18：00）
オペレーターに団体ID14とお伝えください。
携帯・ＰＨＳ利用可 おかけ間違いにご注意ください。

駿河台大学古本募金ーBookde 募金ーとは
皆様から読み終えた本・DVD等をご提供いただき、その査定換
金額を駿河台大学に寄付する取組みです。集まった募金は駿河
台大学の学費支援基金として大切に役立てます。
ー皆様のご支援をお待ちしております。

申込受付から査定・報告、および送金は「古本募金きしゃぽん」（運営：嵯峨野株式会社）
が担当します。
古本募金1 回のご参加につき、きしゃぽんからも100円が寄付されます。

「しゅんた」　本回収デザイン _1

Ｂｏｏｋ de 募金 
のご案内 

～卒業生の皆さんへ～
働く「大変さ」や「楽しさ」を社会人
になった皆さんと共有し、改めて「社
会人のキャリア」について考えます。

ご寄付のお申込み （５点以上から送料無料でご自宅からご寄付頂けます）

皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
＜お問合せ先＞ 駿河台大学 財務課　☎042-972-1191
                    zaimu@surugadai.ac.jp

ホームカミングデー懇親会

駿輝祭の主なイベント

【ティーチャー・アワード受賞者】
所属 氏名（職名） 専門分野 主な業績

法学部 竹
たけ

内
うち

　健
けん

互
ご

（准教授）
刑法学・刑事訴訟法学

・「学生防犯リーダー」の実施責任者
・「公務員・資格試験学習室」の室長
・公務員指導システムの再構築

経済経営学部 小
お

澤
ざわ

　伸
のぶ

光
みつ

（教授）
経営学

・実務家特任教授との協同
・「夢ナビ」（公開講義）の担当
・地域企業と連携した授業の実施

メディア
情報学部

金
きむ

　基
き

弘
ほん

（准教授）
芸術工学（音響） ・研究活動実績

・学会活動貢献賞受賞

現代文化学部 平
ひら

井
い

　純
じゅんこ

子
（教授）

地理学・観光学
・国際シンポジウムにおける講演
・	飯能市エコツーリズム推進協議会会長の
歴任など、地域への貢献

心理学部 杉
すぎ

本
もと

　英
ひで

晴
はる

（准教授）
心理学 ・研究活動実績

・学外活動への積極的な参加による学生指導

情報処理
教育センター

内
うち

田
だ

　いづみ
（講師）

教育工学
情報リテラシー教育

アクティブ・ラーニング

・	ICT を活用した授業改善とアクティブ・
		ラーニングの実践
・	情報処理教育センター学習相談窓口件数の
増加へ貢献

・資格試験合格支援

第33回駿輝祭   同窓会・父母会共催

北野 大氏 講演会
「北野家の訓

お し

え」
プロフィール

北野 大
秋草学園短期大学学長／淑徳大学名誉教授／工
学博士
専攻：環境化学・安全学
昭和17年 東京都足立区生まれ。
昭和40年 明治大学工学部卒業。
昭和47年 東京都立大学大学院工学研究科工業化
学専攻博士課程修了。分析化学で博士号を取得。

（財）化学品検査協会 （現：（財）化学物質評価研
究機構 ）・企画管理部長、淑徳大学教授、明治
大学理工学部応用化学科教授などを経て、平成
29年4月より現職。
経済産業省・化学物質審議会委員、環境省・中
央環境審議会委員を歴任。
平成16年に日本分析化学会・技術功績賞、平成
18年に環境科学会・学会賞、平成20年に環境大
臣表彰（環境功労者）を受賞。
タレント・ビートたけしさん（映画監督・北野
武氏）の実兄。
主な著書：『いまだに、たけしの兄です』（主婦
と生活社）、『ドクター北野の地球なんでも好奇
心』（ＮＨＫ出版）、『北野家の訓え』（ＰＨＰ研
究所）、『北野大vsビートたけしの新環境文化論』

（あ・うん）

入場無料
（先着順・申込不要）

日時  2019 年10月26日 土 13：00～14：30
場所  駿河台大学  第二講義棟4階  7405教室



（１）�2018年度事業報告及び収支決算報告について
　同窓会ホームページをご覧ください。
（２）2018年度監査報告について
　2018年度の主な事業活動として、以下の報告がなされました。
①大学への卒業寄付
　　2017年度卒業生から大学への卒業記念品として、メディ
アセンター用タワーファン23台及び集会用テント5セット、
簡易テント2セットを贈呈。

②同窓会総会の開催
　　5月19日（土）母校を会場に同窓会総会を開き、総会終了後
にはヘリテイジ飯能sta.に移動して懇親会を開催した。同窓
会員及び教職員を含め約140名が参加。

③ホームカミングデーの実施
　　駿輝祭開催日（初日）の10月27日（土）に父母会との共催講
演会、「戦場カメラマン」渡部陽一氏を招き「世界からのメッ
セージ～希望ある明日のために～」と題して開催。聴衆は約
750名。講演会終了後には、同窓会員及び教職員など約150
名参加による懇親会を開催。

④支部会補助
　・	9月9日（日）新潟県長岡市のホテルニューオータニ長岡にお
いて新潟支部会を開催。支部会の後、父母会と合同で懇親
会を実施。

　・	9月29日（土）長野支部が「平成30年７月豪雨（西日本豪雨
災害）チャリティーイベント	清水まなぶチャリティートー
ク&ライブ」を開催。チャリティーイベントに引き続き、
同窓会長野支部会を開催。チャリティーイベント及び支部
会開催費等を補助。

⑤同窓会寄附講座
　　在学生の応援、大学に対する援助及び同窓会のPRを目的
として、「インターンシップⅠ」・「森林文化Ⅰ・Ⅱ」・「まち
づくり実践」の3授業を同窓会寄附講座とし、支援。

⑥給付奨学金事業費
　　同窓生子女を対象とした給付奨学金制度。2018年度は、4
件の申請があり、各々入学初年度の授業料の半額を同窓会か
ら給付奨学金として支給。

⑦準会員の各種検定試験受験料補助費
　　各種検定試験等を受験する学生対して、受験料の半額を補助。
⑧準会員との交流事業費
　　キャリアセンター及び各学部が実施する卒業生を活用した
就活支援行事の実施経費を支援。

⑨活躍する同窓生への応援費
　　8月に開催されたアジア大会においてカヌースラロームで
金メダルを獲得した矢澤亜季選手（現代文化学部・2014年卒）
に激励金を贈呈。

　引き続き、会計監査担当者による監査報告の後、議題は承認さ
れました。

（３）役員改選（案）について
　役員の辞退および新規の推薦に伴う役員改選が行われ、次のと
おり承認されました。

（４）支部規約改正（案）について
　議案について、活発な意見交換がなされ、採決の結果、賛成19
票、反対19票、棄権4票で案は取り下げ、今後同窓会ホームペー
ジで意見を募ることとなった。
（５）2019年度事業計画及び収支予算案について
　前年度実施した事業を継承しつつ、会員相互の親睦と母校発展
に寄与する事業計画が説明され、予算案と併せて承認されました。

　5月18日（土）にホテルグランドパレス（東京都千代田区）にて同
窓会総会・懇親会が開催されました。14時30分からの同窓会総
会では、同窓会会長及び同窓会名誉顧問のご挨拶に続き、議事に
移りました。
　17時からの懇親会には、多くの同窓生の他、名誉教授の先生方、
教職員も参加し、アカペラサークルa.c.pの歌声などを楽しみな
がら、賑やかな時間を共に過ごしました。

＜同窓会会長　新井克明氏挨拶＞
　本日は大変お忙しいなか、2019年
度の同窓会総会にお越しいただきまし
て、誠にありがとうございます。昨年
の総会で皆様からご承認いただき、駿
河台大学同窓会第四代会長を仰せつ
かっております新井克明と申します。
　本日お集まりいただいた皆様におか
れましては、同窓会の運営あるいは活

動のあり方について、様々な期待を持ってお集まりいただいたこと
と思います。ここ数年、駿河台大学同窓会は非常に多くのご意見を
いただきながら事業運営を行い、役員会で議論を重ねて総会の準備
を進めてまいりました。本日も報告事項ならびに皆様に審議いただ
く事項が多岐に渡りますが、慎重な審議をお願いするとともに、我々
同窓会の活動が卒業生の皆様の交流・親睦に寄与し、ひいては母校
の発展につなげられるようご協力をお願い申し上げます。
　我が母校には明るいニュースがございまして、この直近2年では入
学者がそれぞれ1,000名を超え、キャンパスは非常に活気づいてお
ります。我が同窓会会員である卒業生数も増えておりまして、今年
度で26,400名を超えるまでとなりました。
　母校が開学から30年と長い歴史を刻み、同窓会の会員数、組織が
大きくなるなかで、我々の責任も非常に重くなっております。皆様
の「活動への想い」にしっかりと寄り添えるような同窓会組織にし
ていきたいと思いますので、本日もどうぞよろしくお願いいたします。

＜同窓会名誉顧問　大森一宏学長挨拶＞
　学長の大森でございます。同窓会の
ご盛会を心よりお喜び申し上げます。
我々教員といたしましても、同窓生達
が集まり、ご活躍されている元気な姿
を見せてくださることは、大変嬉しい
ことで、心からお礼申し上げます。
　大学の現況報告ということで、簡単
にご紹介させていただきます。おかげ
様で入試状況が非常に好調でして、こ

の2年間、1,000人を超える入学者を集めることができました。
　就職率も良好な状況が続いております。昨年度の卒業生の就職率
も96%を超え、ほぼ就職を希望する学生は全員、就職できましたこ
とをご報告いたします。
　残された課題は中退防止と受け止めておりまして、大学に入学し
てうまく馴染めない学生に対して、一人ひとり丁寧に指導して、何
とか4年間で無事に卒業してもらえるよう指導しているところでご
ざいます。
　最近の話題はなんといいましてもスポーツ関係になります。陸上
競技部の若林康太選手が陸上競技のアジア大会の4×400ｍリレーで
アンカーを務め、金メダルを取りました。また5月には世界リレー
2019横浜大会において、4×400ｍリレーの決勝に進出し、最終ラ
ンナーとして走り、4位入賞に貢献するという活躍も見せておりま
す。東京オリンピック・パラリンピック出場も期待できる花形選手
が生まれてきたという明るい話題でございます。その他野球、ホッ
ケ－、ハンドボ－ルなども上位リ－グで活躍中ですので、ホームペー
ジ等でも選手達の活躍をご覧いただけたらと思います。
　さて、本学には地域の中核的な人材の育成や、地域の発展への貢
献といったようなミッションがございます。現在もそのミッション

の遂行に向けての取り組みを強化しているところで、特に教育の充
実に力を入れております。今年度は2021年度のカリキュラムの改
革に向けて、「教育の質保証」に取り組んでいます。学生達が具体的
に勉強した成果を、可視化をして、学生達の学習成果の向上を図り、
客観的に評価をするということを、カリキュラム案の改革と併せて
議論しているところでございます。
　本学の場合は、駿大社会人基礎力（学生達の考える力、行動に移す
力、協働する力など）を向上させていこうとしているわけですが、そ
のためには、対話型の教育、あるいは問題発見・解決型教育を推進
していく必要があり、同窓会からの様々なご支援が非常に役立って
おります。具体的には同窓会から「まちづくり実践」や「インター
ンシップⅠ」「森林文化Ⅰ・Ⅱ」といった授業を寄附していただい
ております。まさに、対話型の教育や問題発見型の教育に直接関わ
る授業でありまして、学生達の考える力、行動に移す力、協働する
力などを育てております。それから、同窓会からは、各種試験受験
料補助費もいただいておりまして、語学や情報に関して、目に見え
る形で学生達が自分達の力を図るのに非常に役立っております。学
生と卒業生との交流事業費も同窓会から支援をいただいております。
学生達の就職に関しましても同窓生の皆様からご指導を仰いでいる
というのが現状でございまして、本学の就職率が高い状況で推移し
ておりますのも、同窓生の皆様方の支援によるところが大きいと考
えております。この場をお借りして心よりお礼申し上げます。それ
以外にも学習相談室をつくり、一人ひとりに丁寧な指導を心掛けて
いるところでございます。
　先程、地域の中核的人材の育成や、地域発展が本学のミッション
であると申し上げました。地域の中の大学として具体的には、昨年度、
「埼玉県東上地域大学教育プラットフォーム」に参加して、埼玉県の
いくつかの大学（東京電機大学、城西大学、大東文化大学、東京家政
大学等）とともに、公開講座、単位互換、共同研究、教育支援などを
行ない、多様な教育機会の提供や地域づくりに貢献しようとする試
みにも取り組みました。他大学とも協力しながら地域の中で地域の
核として力を発揮しようと考えているところでございます。
　また最近は、飯能に、株式会社ムーミン物語によるメッツァ（メッ
ツァビレッジ及びムーミンバレーパーク）が開設されまして、家族連
れが足を運ぶ姿も見られるようになりました。飯能市もメッツァを
使って街づくりをしようと、非常に熱心に取り組んでいます。本学
も飯能に立地する大学として、これを機会に、北欧やフィンランド
に関する教育、研究の推進を図り、その成果を活用して地域に貢献
する活動に取り組もうとしているところでございます。例えば、フィ
ンランドの高等教育機関と協定を結ぶ話も進んでおりますし、今年
2月には本学の学生達3名が、フィンランドの高等教育機関に行って
参りました。5月末にはフィンランドからの留学生が1名、1か月ほ
ど本学に参りまして、本学の学生と共に日本について勉強するとい
う試みも行われます。北欧・フィンランドについて、大学としてそ
の機会をしっかりと捕まえて、腰を落ち着けて、教育・研究活動に
活用できたらと考えているところです。もちろん、地域といえば北
欧だけではなくて、例えば西川林業のように重要な産業がございま
す。こうしたものに関しても、今後は研究・教育等に十分に活かせ
るように、大学として取り組んでいって、まさに大学が「地域の知」
の拠点となるように頑張っていきたいと思っております。なお、対
話型教育、問題発見・解決型の教育の推進に対しましては教育研究
センターが、地域の教育・研究活動に対しましては地域創生研究セ
ンターが立ち上がっております。
　学生募集が、非常に良好な状況にある今だからこそできる、こう
した教育・研究活動の充実にじっくり取り組んで、駿大ブランドの
確立に向けて改革・改善を進め、将来における発展の基盤を固めた
いと思っております。そして、これらに対してまさに同窓会の皆様
から、多大なご協力を得ておりますことに心から感謝申し上げてお
ります。今後も本学の取り組みをご理解いただき、ますますのご支
援・ご協力をいただけたらと思っております。今後ともよろしくお
願いいたします。簡単ですけれども、本学の現状報告を申し上げて、
ご挨拶に代えさせていただきます。本日はありがとうございました。
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三枝　桂子 2006年卒 現代文化学部
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※木村　亮平 2012年卒 文化情報学部

※菅家　　皓 2017年卒 メディア情報学部
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本池　　巧 副学長(就職担当）

黒田　基樹 副学長(入試広報担当）

狐塚賢一郎 副学長（学生支援担当）

※朴　　昌明 副学長(教務担当）

雷　　光一 キャリアセンター事務部長

※佐藤　功一 学生支援部長

※印は、新任。



（１）�2018年度事業報告及び収支決算報告について
　同窓会ホームページをご覧ください。
（２）2018年度監査報告について
　2018年度の主な事業活動として、以下の報告がなされました。
①大学への卒業寄付
　　2017年度卒業生から大学への卒業記念品として、メディ
アセンター用タワーファン23台及び集会用テント5セット、
簡易テント2セットを贈呈。
②同窓会総会の開催
　　5月19日（土）母校を会場に同窓会総会を開き、総会終了後
にはヘリテイジ飯能sta.に移動して懇親会を開催した。同窓
会員及び教職員を含め約140名が参加。
③ホームカミングデーの実施
　　駿輝祭開催日（初日）の10月27日（土）に父母会との共催講
演会、「戦場カメラマン」渡部陽一氏を招き「世界からのメッ
セージ～希望ある明日のために～」と題して開催。聴衆は約
750名。講演会終了後には、同窓会員及び教職員など約150
名参加による懇親会を開催。
④支部会補助
　・	9月9日（日）新潟県長岡市のホテルニューオータニ長岡にお
いて新潟支部会を開催。支部会の後、父母会と合同で懇親
会を実施。

　・	9月29日（土）長野支部が「平成30年７月豪雨（西日本豪雨
災害）チャリティーイベント	清水まなぶチャリティートー
ク&ライブ」を開催。チャリティーイベントに引き続き、
同窓会長野支部会を開催。チャリティーイベント及び支部
会開催費等を補助。

⑤同窓会寄附講座
　　在学生の応援、大学に対する援助及び同窓会のPRを目的
として、「インターンシップⅠ」・「森林文化Ⅰ・Ⅱ」・「まち
づくり実践」の3授業を同窓会寄附講座とし、支援。
⑥給付奨学金事業費
　　同窓生子女を対象とした給付奨学金制度。2018年度は、4
件の申請があり、各々入学初年度の授業料の半額を同窓会か
ら給付奨学金として支給。
⑦準会員の各種検定試験受験料補助費
　　各種検定試験等を受験する学生対して、受験料の半額を補助。
⑧準会員との交流事業費
　　キャリアセンター及び各学部が実施する卒業生を活用した
就活支援行事の実施経費を支援。
⑨活躍する同窓生への応援費
　　8月に開催されたアジア大会においてカヌースラロームで
金メダルを獲得した矢澤亜季選手（現代文化学部・2014年卒）
に激励金を贈呈。

　引き続き、会計監査担当者による監査報告の後、議題は承認さ
れました。

（３）役員改選（案）について
　役員の辞退および新規の推薦に伴う役員改選が行われ、次のと
おり承認されました。

（４）支部規約改正（案）について
　議案について、活発な意見交換がなされ、採決の結果、賛成19
票、反対19票、棄権4票で案は取り下げ、今後同窓会ホームペー
ジで意見を募ることとなった。
（５）2019年度事業計画及び収支予算案について
　前年度実施した事業を継承しつつ、会員相互の親睦と母校発展
に寄与する事業計画が説明され、予算案と併せて承認されました。

　5月18日（土）にホテルグランドパレス（東京都千代田区）にて同
窓会総会・懇親会が開催されました。14時30分からの同窓会総
会では、同窓会会長及び同窓会名誉顧問のご挨拶に続き、議事に
移りました。
　17時からの懇親会には、多くの同窓生の他、名誉教授の先生方、
教職員も参加し、アカペラサークルa.c.pの歌声などを楽しみな
がら、賑やかな時間を共に過ごしました。

＜同窓会会長　新井克明氏挨拶＞
　本日は大変お忙しいなか、2019年
度の同窓会総会にお越しいただきまし
て、誠にありがとうございます。昨年
の総会で皆様からご承認いただき、駿
河台大学同窓会第四代会長を仰せつ
かっております新井克明と申します。
　本日お集まりいただいた皆様におか
れましては、同窓会の運営あるいは活

動のあり方について、様々な期待を持ってお集まりいただいたこと
と思います。ここ数年、駿河台大学同窓会は非常に多くのご意見を
いただきながら事業運営を行い、役員会で議論を重ねて総会の準備
を進めてまいりました。本日も報告事項ならびに皆様に審議いただ
く事項が多岐に渡りますが、慎重な審議をお願いするとともに、我々
同窓会の活動が卒業生の皆様の交流・親睦に寄与し、ひいては母校
の発展につなげられるようご協力をお願い申し上げます。
　我が母校には明るいニュースがございまして、この直近2年では入
学者がそれぞれ1,000名を超え、キャンパスは非常に活気づいてお
ります。我が同窓会会員である卒業生数も増えておりまして、今年
度で26,400名を超えるまでとなりました。
　母校が開学から30年と長い歴史を刻み、同窓会の会員数、組織が
大きくなるなかで、我々の責任も非常に重くなっております。皆様
の「活動への想い」にしっかりと寄り添えるような同窓会組織にし
ていきたいと思いますので、本日もどうぞよろしくお願いいたします。

＜同窓会名誉顧問　大森一宏学長挨拶＞
　学長の大森でございます。同窓会の
ご盛会を心よりお喜び申し上げます。
我々教員といたしましても、同窓生達
が集まり、ご活躍されている元気な姿
を見せてくださることは、大変嬉しい
ことで、心からお礼申し上げます。
　大学の現況報告ということで、簡単
にご紹介させていただきます。おかげ
様で入試状況が非常に好調でして、こ

の2年間、1,000人を超える入学者を集めることができました。
　就職率も良好な状況が続いております。昨年度の卒業生の就職率
も96%を超え、ほぼ就職を希望する学生は全員、就職できましたこ
とをご報告いたします。
　残された課題は中退防止と受け止めておりまして、大学に入学し
てうまく馴染めない学生に対して、一人ひとり丁寧に指導して、何
とか4年間で無事に卒業してもらえるよう指導しているところでご
ざいます。
　最近の話題はなんといいましてもスポーツ関係になります。陸上
競技部の若林康太選手が陸上競技のアジア大会の4×400ｍリレーで
アンカーを務め、金メダルを取りました。また5月には世界リレー
2019横浜大会において、4×400ｍリレーの決勝に進出し、最終ラ
ンナーとして走り、4位入賞に貢献するという活躍も見せておりま
す。東京オリンピック・パラリンピック出場も期待できる花形選手
が生まれてきたという明るい話題でございます。その他野球、ホッ
ケ－、ハンドボ－ルなども上位リ－グで活躍中ですので、ホームペー
ジ等でも選手達の活躍をご覧いただけたらと思います。
　さて、本学には地域の中核的な人材の育成や、地域の発展への貢
献といったようなミッションがございます。現在もそのミッション

の遂行に向けての取り組みを強化しているところで、特に教育の充
実に力を入れております。今年度は2021年度のカリキュラムの改
革に向けて、「教育の質保証」に取り組んでいます。学生達が具体的
に勉強した成果を、可視化をして、学生達の学習成果の向上を図り、
客観的に評価をするということを、カリキュラム案の改革と併せて
議論しているところでございます。
　本学の場合は、駿大社会人基礎力（学生達の考える力、行動に移す
力、協働する力など）を向上させていこうとしているわけですが、そ
のためには、対話型の教育、あるいは問題発見・解決型教育を推進
していく必要があり、同窓会からの様々なご支援が非常に役立って
おります。具体的には同窓会から「まちづくり実践」や「インター
ンシップⅠ」「森林文化Ⅰ・Ⅱ」といった授業を寄附していただい
ております。まさに、対話型の教育や問題発見型の教育に直接関わ
る授業でありまして、学生達の考える力、行動に移す力、協働する
力などを育てております。それから、同窓会からは、各種試験受験
料補助費もいただいておりまして、語学や情報に関して、目に見え
る形で学生達が自分達の力を図るのに非常に役立っております。学
生と卒業生との交流事業費も同窓会から支援をいただいております。
学生達の就職に関しましても同窓生の皆様からご指導を仰いでいる
というのが現状でございまして、本学の就職率が高い状況で推移し
ておりますのも、同窓生の皆様方の支援によるところが大きいと考
えております。この場をお借りして心よりお礼申し上げます。それ
以外にも学習相談室をつくり、一人ひとりに丁寧な指導を心掛けて
いるところでございます。
　先程、地域の中核的人材の育成や、地域発展が本学のミッション
であると申し上げました。地域の中の大学として具体的には、昨年度、
「埼玉県東上地域大学教育プラットフォーム」に参加して、埼玉県の
いくつかの大学（東京電機大学、城西大学、大東文化大学、東京家政
大学等）とともに、公開講座、単位互換、共同研究、教育支援などを
行ない、多様な教育機会の提供や地域づくりに貢献しようとする試
みにも取り組みました。他大学とも協力しながら地域の中で地域の
核として力を発揮しようと考えているところでございます。
　また最近は、飯能に、株式会社ムーミン物語によるメッツァ（メッ
ツァビレッジ及びムーミンバレーパーク）が開設されまして、家族連
れが足を運ぶ姿も見られるようになりました。飯能市もメッツァを
使って街づくりをしようと、非常に熱心に取り組んでいます。本学
も飯能に立地する大学として、これを機会に、北欧やフィンランド
に関する教育、研究の推進を図り、その成果を活用して地域に貢献
する活動に取り組もうとしているところでございます。例えば、フィ
ンランドの高等教育機関と協定を結ぶ話も進んでおりますし、今年
2月には本学の学生達3名が、フィンランドの高等教育機関に行って
参りました。5月末にはフィンランドからの留学生が1名、1か月ほ
ど本学に参りまして、本学の学生と共に日本について勉強するとい
う試みも行われます。北欧・フィンランドについて、大学としてそ
の機会をしっかりと捕まえて、腰を落ち着けて、教育・研究活動に
活用できたらと考えているところです。もちろん、地域といえば北
欧だけではなくて、例えば西川林業のように重要な産業がございま
す。こうしたものに関しても、今後は研究・教育等に十分に活かせ
るように、大学として取り組んでいって、まさに大学が「地域の知」
の拠点となるように頑張っていきたいと思っております。なお、対
話型教育、問題発見・解決型の教育の推進に対しましては教育研究
センターが、地域の教育・研究活動に対しましては地域創生研究セ
ンターが立ち上がっております。
　学生募集が、非常に良好な状況にある今だからこそできる、こう
した教育・研究活動の充実にじっくり取り組んで、駿大ブランドの
確立に向けて改革・改善を進め、将来における発展の基盤を固めた
いと思っております。そして、これらに対してまさに同窓会の皆様
から、多大なご協力を得ておりますことに心から感謝申し上げてお
ります。今後も本学の取り組みをご理解いただき、ますますのご支
援・ご協力をいただけたらと思っております。今後ともよろしくお
願いいたします。簡単ですけれども、本学の現状報告を申し上げて、
ご挨拶に代えさせていただきます。本日はありがとうございました。

同窓会総会・懇親会開催報告2019年度 2019年度同窓会総会議事

（１）2018年度事業報告及び収支決算報告について
（２）2018年度監査報告について
（３）役員改選（案）について
（４）支部規約改正（案）について
（５）2019年度事業計画及び収支予算案について	

役　職 氏　名 卒業年 学　部

会　長 新井　克明 2000年卒 文化情報学部

副会長

冨岡　勇哉 1992年卒 法学部

廣瀬　　尚 1993年卒 法学部

岡部　浩一 2008年卒 経済学部

会　計
市川　紀子 1995年卒 法学部

飯塚小姫子 2001年卒 文化情報学部

会計監査
朝田　　淳 2003年卒 文化情報学部　

舩津丸　仁 2006年卒 経済学部

委　員

桐生　　岳 1993年卒 法学部

中島　俊夫 1995年卒 法学部

長嶋　亮吉 1995年卒 経済学部

武富　倫代 1996年卒 法学部

渡部　成人 1997年卒 法学部

三枝　桂子 2006年卒 現代文化学部

林　　浩一 2008年卒 法学部

※木村　亮平 2012年卒 文化情報学部

※菅家　　皓 2017年卒 メディア情報学部

役　職 氏				名 所　属

幹　事

本池　　巧 副学長(就職担当）

黒田　基樹 副学長(入試広報担当）

狐塚賢一郎 副学長（学生支援担当）

※朴　　昌明 副学長(教務担当）

雷　　光一 キャリアセンター事務部長

※佐藤　功一 学生支援部長

※印は、新任。



2019年9月19日（木）に行われたティーチャー・アワード授賞式の写真。

卒業生の子への学費支援について

　駿河台大学では、同窓生のお子さんが母校（本学）に入学する場合、大
学と同窓会で大きな学費支援を用意しています。受験期のお子さまをお
持ちの同窓生の皆さん、母校への進路を是非ご検討ください。
①入学金	 全額免除：大学給付制度
②授業料	 半額相当額給付：同窓会給付制度
	 ※入学初年度に限り給付するもので、継続はありません。
	 　詳しくは、同窓会ホームページをご覧ください。

駿河台大学貸与奨学生・日本学生支援機構奨学生の方へ

駿河台大学貸与奨学生の方
　毎年11月頃に、本学よりご登録住所へ「償還通知」及び「振込用紙」
をお送りしています。12月末日までに返還金の納入をお願いいたし	
ます。
日本学生支援機構奨学生の方
　奨学金の返還が経済的に困難になった場合は、日本学生支援機構に相
談してください。各手続の詳細については日本学生支援機構のホーム
ページ【https://www.jasso.go.jp】をご覧いただくか、奨学金返還
相談センター【ナビダイヤル0570-666-301】にご相談ください。

　同窓会では、駿輝祭初日に同窓会・父母会共催の講演会と、同窓会が主催するホーム
カミングデー懇親会を行います。
　今年度の駿輝祭のテーマは「百花斉放(ひゃっかせいほう)」です。「百花斉放」とは、
いろいろな花が一斉に咲き開くという意味です。元号が変わった2019年。次の時代
を担う若者たちが、駿輝祭という多くの方々が集まるイベントで、文学や芸術におい
て、一人一人たくさんのチャレンジという花を咲かせてほしい、という願いが込めら
れています。
　駿輝祭には、例年、多くの卒業生や地元のお客様にもご来場いただいております。野
外模擬店や屋内展示、ステージ発表などに取り組む在学生の姿を、是非ご覧いただけた
らと思います。また、ゼミナール展示では、「同窓会賞」を選出し、表彰しております。
　なお、駿輝祭初日に開催しております同窓会・父母会共催の講演会には、秋草学園短
期大学学長で工学博士、そしてタレントのビートたけしさんの実兄である北野	大氏を
お招きして「北野家の訓（おし）え」をテーマにお話しいただくことになっております。
　また、今年も講演会の後に懇親パーティーを行いますので、和やかな雰囲気の中で
懐かしい同窓生や教職員との懇談を楽しんでいただければと思います。例年、お子様
連れの方も参加していただいております。この機会に是非、ご家族やお友達をお誘い
あわせの上、母校に遊びにいらしてください！

駿河台大学同窓会ホームページ　https://www.surugadai.ac.jp/dousou/index.html

発行：駿河台大学同窓会事務局
〒357-8555 埼玉県飯能市阿須698
☎042-972-1101
dousou@surugadai.ac.jp

駿河台大学同窓会報

第33回駿輝祭・ホームカミングデーのご案内
１０月26日（土）・27日（日）に開催いたします！

2019年度ティーチャー・アワード受賞者のご紹介

2019.10.1 VOL.37

　駿河台大学では、2019年度より、教育・研究・社会
貢献活動等において顕著な業績を挙げた本学の学部及
びセンター所属教員に対し、従前の「プロフェッサー・
オブ・ザ・イヤー賞」に代わり「ティーチャー・アワー
ド」を授与することとなりました。
　今年度は、右の6名の専任教員が、本学への多大な貢
献が評価され、受賞となりました。

卒業生フォローアップ・キャリアセミナー
～20歳代のキャリアの課題や作り方～軽食をご用意してお待ちしています。

日時：�10月26日（土）15：00～16：30
場所：�第二講義棟15階�

スカイラウンジ
会費:�無料

●10月26日（土）
俳優トークショー！桜田　通氏
●10月27日（日）
迫力満点！太鼓演舞	太鼓集団『響』が登場！
／ヒーローショー！「忍者烈風」が登場！
／爆笑！お笑いライブ（はんにゃ・田畑藤本）
♦その他、ゼミ発表、模擬店、フリマなど盛りだくさん♦

【重要】同窓会本部では、卒業生の「人材バンク」機能の構築を進めています。現役学生に対する講座の講師役や就職座談会などへの支援を
お願いする際に活用していきたいと考えています。追って、同窓会本部や大学関係者より事前に「人材バンク」への登録可否を伺うご連絡を
させていただく場合がございますので、予めご承知いただくとともに登録にご理解ご協力のほどお願いいたします。

同窓会事務局より

北海道支部会	 上見国敏さん（1995年	経済学部卒）	☎0154-24-3811
新潟支部会 	 大平一貴さん（1995年	経済学部卒）	☎090-7813-2575
	 barohhira26@gmail.com	
長野支部会 	 今井翔大さん（2015年	法学部卒）
	 nagano.sundai@gmail.com
山梨支部会 	 塩澤清志さん（1991年	法学部卒）
	 dousou@surugadai.ac.jp（同窓会事務局宛て）
群馬支部会 	 桐生　岳さん（1993年	法学部卒）
	 ☎090-8840-6123
	 sundai-gunma@answerwind.com
沖縄支部会	 埼原正平さん（2009年	法学部卒）
	 ☎080-6491-9979

新役員紹介

木
き む ら

村 亮
りょうへい

平 委員（2012年文化情報学部卒）

　同窓会員の皆様はじめまして。木村亮平と申
します。
　私は現在、公認会計士として仕事をしており
ますが、昨年の11月に駿河台大学で開催された
公認会計士の制度説明会で、OBとして合格体験
談をお話させていただく機会をいただき、その際にご縁があって同窓会
役員へとお声がけをいただきました。
　学生時代は会計の勉強に励みつつも、所属していた音楽サークルにて
仲間とともに演奏に打ち込むなど、駿河台大学で過ごす忙しくも充実し
た毎日は、今でも人生の宝物だと考えています。
　在学生の皆様が駿河台大学で過ごし羽ばたいていく輝かしい未来のた
め、そして卒業生の皆様が誇りと思える母校であり続けるため、微力で
はありますが同窓会役員としてお手伝いをしていけたらと考えておりま
す。皆様よろしくお願いいたします。

菅
か ん け

家 皓
ひかる

 委員（2017年メディア情報学部卒）

　今年度から同窓会役員になりました、菅家皓
と申します。
　学生時代は学園祭実行委員とオープンキャン
パススタッフとして4年間を過ごしていました。
今回、同窓会役員にお声掛けくださり、有難い
と共に責任ある行動を心がけていこうと思います。これからも駿河台大
学の為、そして学生たちの為にチカラになれるよう頑張っていこうと思
います。まだまだ分からない事ばかりではありますがよろしくお願いい
たします。

ゴルフ部OBコンペを開催

　2019年3月10日（日）に、茨城県の桜ゴルフ倶楽部にて、第42回ゴル
フ部OBコンペを開催致しました。春暖の心地よい気候の中、卒業生7
名、そこに現役生4名とゴルフ部顧問の松平先生にも参加をしていただ
き、合計12名にて相互の懇親を深めることができました。
　現在、ゴルフ部OB会には約90名の卒業生がおります。卒業生相互の
懇親を目的に年2回（春・秋）のゴルフコンペを開催し、さらに現役ゴル
フ部員の有志にも参加をしてもらう事で交流を深めております。
　仕事の都合や現住所の関係で参加ができない卒業生も多くおります
が、今後もゴルフ部のOB・OGに声をかけ、継続的に開催を行いたい
と思いますので、関係者の皆様には引続きご理解とご協力をいただけれ
ば幸甚です。	 	吉田将卓（1998年法学部卒）

卒業記念品を贈呈しました

　2018年度卒業生から大学への卒業記
念品として製氷機2台をご寄贈いただき、
体育館1階及び3階に設置させていただ
きましたので、ご報告いたします。
　ご寄贈いただいた製氷機は、酷使した
筋肉のアイシングなどの体調管理や熱中
症対策に効果を発揮し、特に運動部の学
生から大変喜ばれております。

支部会連絡先

日時：�10月26日（土）�
10：30～12：00

場所：キャリアセンター集合
講師：梅村慶嗣先生
対象：�概ね卒業後５年以内くらいま

での卒業生（もちろん30歳代、40
歳代の卒業生も大歓迎です）

＊申込不要、服装自由です。

【問合わせ先】駿河台大学　学務企画課
TEL：042-972-1141　E-mail：gakumu@surugadai.ac.jp

ホームページより申込　http://kishapon.com/surugadai/
（運営協賛会社の嵯峨野株式会社のホームページとなります）
お電話での申込　 　　０１２０-２９-７０００
　　　　　　　　（受付時間 平日9：00～18：00）
オペレーターに団体ID14とお伝えください。
携帯・ＰＨＳ利用可 おかけ間違いにご注意ください。

駿河台大学古本募金ーBookde 募金ーとは
皆様から読み終えた本・DVD等をご提供いただき、その査定換
金額を駿河台大学に寄付する取組みです。集まった募金は駿河
台大学の学費支援基金として大切に役立てます。
ー皆様のご支援をお待ちしております。

申込受付から査定・報告、および送金は「古本募金きしゃぽん」（運営：嵯峨野株式会社）
が担当します。
古本募金1 回のご参加につき、きしゃぽんからも100円が寄付されます。

「しゅんた」　本回収デザイン _1

Ｂｏｏｋ de 募金 
のご案内 

～卒業生の皆さんへ～
働く「大変さ」や「楽しさ」を社会人
になった皆さんと共有し、改めて「社
会人のキャリア」について考えます。

ご寄付のお申込み （５点以上から送料無料でご自宅からご寄付頂けます）

皆様のご協力をよろしくお願いいたします。
＜お問合せ先＞ 駿河台大学 財務課　☎042-972-1191
                    zaimu@surugadai.ac.jp

ホームカミングデー懇親会

駿輝祭の主なイベント

【ティーチャー・アワード受賞者】
所属 氏名（職名） 専門分野 主な業績

法学部 竹
たけ

内
うち

　健
けん

互
ご

（准教授）
刑法学・刑事訴訟法学

・「学生防犯リーダー」の実施責任者
・「公務員・資格試験学習室」の室長
・公務員指導システムの再構築

経済経営学部 小
お

澤
ざわ

　伸
のぶ

光
みつ

（教授）
経営学

・実務家特任教授との協同
・「夢ナビ」（公開講義）の担当
・地域企業と連携した授業の実施

メディア
情報学部

金
きむ

　基
き

弘
ほん

（准教授）
芸術工学（音響） ・研究活動実績

・学会活動貢献賞受賞

現代文化学部 平
ひら

井
い

　純
じゅんこ

子
（教授）

地理学・観光学
・国際シンポジウムにおける講演
・	飯能市エコツーリズム推進協議会会長の
歴任など、地域への貢献

心理学部 杉
すぎ

本
もと

　英
ひで

晴
はる

（准教授）
心理学 ・研究活動実績

・学外活動への積極的な参加による学生指導

情報処理
教育センター

内
うち

田
だ

　いづみ
（講師）

教育工学
情報リテラシー教育

アクティブ・ラーニング

・	ICT を活用した授業改善とアクティブ・
		ラーニングの実践
・	情報処理教育センター学習相談窓口件数の
増加へ貢献

・資格試験合格支援

第33回駿輝祭   同窓会・父母会共催

北野 大氏 講演会
「北野家の訓

お し

え」
プロフィール

北野 大
秋草学園短期大学学長／淑徳大学名誉教授／工
学博士
専攻：環境化学・安全学
昭和17年 東京都足立区生まれ。
昭和40年 明治大学工学部卒業。
昭和47年 東京都立大学大学院工学研究科工業化
学専攻博士課程修了。分析化学で博士号を取得。

（財）化学品検査協会 （現：（財）化学物質評価研
究機構 ）・企画管理部長、淑徳大学教授、明治
大学理工学部応用化学科教授などを経て、平成
29年4月より現職。
経済産業省・化学物質審議会委員、環境省・中
央環境審議会委員を歴任。
平成16年に日本分析化学会・技術功績賞、平成
18年に環境科学会・学会賞、平成20年に環境大
臣表彰（環境功労者）を受賞。
タレント・ビートたけしさん（映画監督・北野
武氏）の実兄。
主な著書：『いまだに、たけしの兄です』（主婦
と生活社）、『ドクター北野の地球なんでも好奇
心』（ＮＨＫ出版）、『北野家の訓え』（ＰＨＰ研
究所）、『北野大vsビートたけしの新環境文化論』

（あ・うん）

入場無料
（先着順・申込不要）

日時  2019 年10月26日 土 13：00～14：30
場所  駿河台大学  第二講義棟4階  7405教室


